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ようになった.地球は,地 殻 ・マン トル ・コア(核)の

















































の定着氷に接岸したふ じは,こ こを拠点とし,翌2日 か
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ら本格的空輸を開始した.2機 の大型ヘリは.ふ じと昭











脈A,　B,　D群,ブ リンスオラフ海岸(明 るい岬.二 番
岩,か すみ岩)の 地質調査もそれぞれ完了した.
みずほ基地への第1便 は,小林,石 川,大 畑.勝 田,
高木,山 田,佐藤,前(⑳ 次隊)の8名 で,1月5日 見
返 り台を出発 した.この うち小林,石 川,大 畑,高 木,





















員 ・物資の輸送に活躍 した2機 の小型機(セ スナ185と
ピラタスPC-6)が 流出する事故が起った.3月17日
に昭和基地付近を通過した低気圧によるブリザードとう
ね りの為 基地開設以来割れたことのない定 着 氷 が割
れ,海 氷上に駐機していた2機 の飛行機が氷盤に乗 った
まま沖に流れたのである.
セスナ機は翌日乗っていた氷盤が割れ水没,ピ ラタス
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米国 隊 は1979～1980年の フ ィ ール ドシ ーズ ンに 西 南 極



































エ ル ス ワ ース 山 地 キ ャン プと ・・一 キaり 一 とC130機 背 後 は ヘ リテ ー ジ 山脈
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海軍(輸 送.通 信,気 象,医療)17名,科学者25～40名
である.し かし出入 りがはげしく,1日 の最大滞在人員
記録は60名,キャンプ開設期間の滞在者の延人数は2888
人日であった.こ のキャンプの開設,維 持,撤 収のため
には,最 大積載量約9ト ンの四発輸送機(八 一キュリー
ズ,C130)43便 を 要 して い る.輸 送総 重量 は 大 ざ っぱ
に 見 積 って 約200ト ン とみ られ る,
キ ャン プの 最 高 責 任 者 は マ カ ス ター 大学(ミ ネ ソ タ州)
の ウエ ーパ ーズ 教授 で,彼 は 自分 自身 の 研究 グ ル ー プの
リーダ ー も兼 ね て い た.キ ャン プ の運 営 は,維 持 ・管 理
に つ い て は ホ ーム ズ ・ナ ー バ 一社 の ワル ド リ ップ博 士 が
キ ャ ン プマ ネ ージ ャ ー と して一 切 を と りし き っ た,科 学
活動 に つ い て は サ イ エ ン ス リPダPの ウエ ーバ ー ズ教
授,NSF代 表 の シ ェ プレ ッツ ス トイサ ー博 士,海 軍 最
高 責任 者 の フ ェ レル 少佐(後 半期 に は エ リソ ン少 佐)の





































































の交遊を重ねることができた とい うわけである.と もあ
れ,キ ャンプの全期間を通じて,米 国隊の巨大な輸送,







の日が コケラ落しであ り,新設の諸設備が うまく機能す
るか否かなどの心配があったが,若 干の不具合を除いて
ほぼ順調に経過した.






阻石探査問題,分 類と鉱物学的 ・岩石学的問題,コ ン
ドライ トとコンドリュールの諸性質,各 種エコンドライ
トや炭素質コンドライ トの鉱物学 と化学,各 種の同位体
研究,限 石の磁気的性質の研究,密度その他の物性の研




















楠 宏,森 脇喜一,吉 田栄夫(極 地研)
4.やまと一75コンドライ トの化学的 ・岩石学的分類
(ll)
松本震央(山 口大 ・理)林 正雄(九 大 ・生産研)
5.やまと一74隅石の分類 と金属一硫化物平衡(皿)
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松 枝 大 治,今 井 育 也.加 納 博(秋 田 大 ・鉱)
矢 内桂 三(極 地 研)
6."平衡"コ ン ドライ トの 岩 石学 的研 究(皿)
永 原 裕 子(東 大 ・理)
7.コ ン ド リュ ール の結 晶 作 用
池 田 幸 雄(茨 城 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)
8.コ ン ド リュ ール組 織 の実 験的 研究
一 コン ド リ ュール 形 成 時 の 冷 却速 度 に っ い て一
土 山 明,永 原裕 子,久 城 育夫(東 大 ・理)
9.コ ン ド リ=一 ル 中 の 不透 明鉱 物
木 村 真(北 大 ・理)八 木 健 三(北 星 大)
大 沼 晃助(北 大 ・理)
10.Yamate-74354,74371のolivineの単 結 晶X線 回
折 実 験 松 本 嶽生(金 沢大 ・理)
11,Yamato-74354のolivine,　treiliteのX線回 折 実 験
山 路 基洋(金 沢大 ・理)
12.やま と隅 石 の反 射 分 光学 的 研 究 と母天 体 モ デ ル
L.　McFadden,　M. J.　Gaffey(ハワイ大)
武 田 弘(東 大 ・理)
13.アラン ヒル ズ(ALHA)エ コン ドラ イ トの 鉱 物 学
的 研究 武 田 弘,森 寛 志(東 大 ・理)
白石 和 行,矢 内 桂 三(極 地 研)
14.ALHA-77302共同研 究 の 進 展 状 況
福 岡孝 昭(学 習 院 大 ・理)石 井 輝 秋(東 大 ・海 洋 研)
武 田 弘(東 大 ・理)中 村 昇(神 戸 大 ・理)
松 久 幸 敬(地 質 調 査 所)長 沢 宏(学 習院 大 ・理)
15.　Some　{eatures　of　the　Yamate-74013　diogenite
B.　Lang　(ワル シ ャ ワ大)
16.Yamato-74044オリ ビン中 に 見 られ る転 移 構 造
松 井 孝 典(東 大 ・理)唐 戸 俊一 郎(東 大 ・海 洋 研)
横 倉隆 伸(東 大 ・理)
17.コン ド リ=一 ル の 化学 組 成
小 沼 直 樹(筑 波 大 ・化 学)
西 田憲 正(筑 波 大 ・分 析 セ ンタ ー)
平 野 真 孝(筑 波 大 ・化学)
18.イオ ン マ イ ク ロア ナ ライ ザ ーに よ るや ま と硯 石 の 研
究 西 村 宏,岡 野 純(阪 大 ・教養)
19.炭素 質 コ ン ドラ イ ト中 のnew　phyllesilicate,
enstatite-disorderの高 分解 能 電顕 観 察
赤 井純 治(新 潟 大 ・理)
20.マー チ ソ ン陽 石 マ ト リク ス鉱 物 の化 学 組 織 と構 造
野 呂 春 文(名 大 ・理)長 沢敬 之 助(静 大 ・理)
床 次 正安(阪 大 ・産 業 研)
21.マー チ ソン順 石 中 の ブイ ロシ リ ケー トの 選 択 傾 向 と
その 生 成 条 件
藤 村 彰 夫,加 藤 学,熊 沢 峰 夫(名 大 ・理)
22.　Albn　Hills　No.　5順 石 の セ リウム の異 常 性 の不 均
一 性 に つ い て 増 田彰 正 ,中 村 昇(神 戸 大 ・理)
23.コン ドラ イ トY-74190.エイ コ ン ドライ トAH-5
の 比 較 的 若 いRb-Sr,　Sm-Nd年 代
伊 藤 彰 洋,中 村 昇,増 田彰 正(神 戸 大 ・理)
立 本 正 信,　D.　Coffrant　(U.　S.　G.　S.)
24.1-Xe相対 年 代 と絶 対 年 代 の相 関性 につ い て
中 村 昇(神 戸 大 ・理)
25.南極 陽 石 の40Ar/39Ar年代
兼 岡 一 郎,小 嶋 稔(東 大 ・理)
26.K-40等に よ る南 極 限 石 の 照射 年代
仁 藤 修,本 田雅 健,今 村 峯雄(東 大 ・物 性 研)
27.南極 隈 石 中 の 宇 宙線 生 成 放 射性 核 種
今 村 峯 集(東 大 ・物 性 研)
西 京 邦 彦(カ リ フォ ル ニ ア 大)
28.　Neutron-capture　effects　on　Kr　and　Xe　isotopes
　 in　Y-74191　chondrite
高 岡宣 雄(山 形 大 ・理)長 尾 敬 介(岡 山 理 大)
29.　Magnetic　classification　of　Antarctic　achondrites
永 田 武(極 地 研)
30.　Paleomagnetism　of　Antarctic　meteorites,　(D
achondrites　　　　　　　　　　　　　　　　永 田武(極 地 研)
31.　Viscous　magnetization　and　ferromagnet{c　com・
　 position　in　stony　meteorites　andlunar　materials
永 田 武(極 地 研)
32,除石 の 固結 状 態 の研 究(1)
藤 井直 之(神 戸 大 ・理)宮 本 正 道(東 大 ・教 養)
伊 藤 敬 祐(神 戸 大 ・理)
33.ALHA-76009,77231の密 度.空 隙 率.弾 性 波 速
度





R.　M.　Fisher,　A.Szirmae　(U.　S.ス チ ー ル研)
永 田 武(極 地 研)


































長野 勇.満 保正喜,山 川秀雄(金 沢大 ・工)
2.サブストーム時のオーロラ帯伝搬VLF電 波位相
擾乱
菊池 崇(電 波研 ・犬吠電波観測所)
3.中緯度ELF-VLF放 射の地上多点観測
早川正士,柏 木瑞夫,田 中義人,岩 井 章
大津仁助,岡 田敏美(名 大 ・空電研)
4.3点時間差法によるオーロラヒスの到来方向測定
法 と観測結果
西野正徳,田 中義人,岩 井 章,山 口敏明
鎌田哲夫(名 大 ・空電研)平沢威男(極地研)
5.　AKRの 理論 南部充宏(九大 ・教養)
皿　 VLF波 動(2}
6,　VLFソ ーサー及びヒスの特性について
恩藤忠典,中 村義勝,村 上利光(電 波研)
7,昭和基地における2っの人工衛星を用いた波動観
測 中川一之,柴 田 喬,芳 野越夫(電 通大)
8.ISIS-1,2によるELF-VLF放 射の地上
・衛星同時観測




坂 翁介,糸 長雅弘,下 泉政志,




河村 譜,桑 島正幸,外 谷 健(地磁気観測所)
11.中低緯度及び高緯度におけるPc1型 脈動の対比
(2}一極光帯におけるPc1一 外谷 健
小池捷書,桑 島正幸,河 村 譜(地 磁気観測所)









斉藤尚生 ・湯元清文(東 北大 ・理)
青山 厳(東 海大 ・工)
　15.　Magnetic　pulsations　observed　at　high　latitude-
　　greund　station　(Syowa　Station)　a din　space














福西 浩,藤 井良一,佐 藤夏雄(極 地研)
20,オー ロラX線 と静止衛星位置高エネルギー電子の
地磁気共役性 平島 洋(立 教大 ・理)
21,地磁気あらしの発生と太陽面磁場
丸橋克英,石 井隆広雄(電 波研 ・平磯支所)
22.IMFが北向きの時のサブス トーム
家森俊彦,前 田 担(京 大 ・理)











和田雅美,今 井 喬,竹 内 一(理 化研)
27.南極ロケットの姿勢結果













江尻全機,鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
山岸久雄,平 沢威男(極 地研)
木村磐根(京 大 ・工),西野正徳(名 大 ・空電研)
30,S-310JA-4号機による高周波電界
スペクトルの観測
大家 寛 宮岡 宏(東 北大 ・理)
宮武貞夫(電 通大)
31.S-310JA-4号機による電離層電場,波 動,
粒子観測 山岸久雄,平 沢威男(極 地研)
江尻全機,鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
木村盤根(京 大 ・工),西野正徳(名 大 ・空電研)
32.ま とめ 江 尻 全機(東 大 ・宇宙 研)
(C)S-310JA-5号 機 実 験
33.S-310JA-5号 機 に よ るKeV電 子microburst
の 観測 松 本 治 弥,賀 谷 信 幸(神 戸 大 ・工)
34.S-310JA-5号 機 及 び6号 機 に よるKeV電 子
の 観測 松 本 治 弥,賀 谷 信 幸(神 戸 大 ・工)
35,S-310JA-5号 機 に よるVLF放 射 の ポイ ン
テ ィ ング電 力,伝 搬 ベ ク トル の 測定
木 村 磐 根,松 尾 敏 郎(京 大 ・工)
鶴 田浩 一 郎(東 大 ・宇 宙 研),山 岸 久 雄(極 地 研)
36.ま とめ 木 村 盤根(京 大 ・工)
(D)S-310JA-7号 機 実 験
37,S-310JA-7号 機 に よ る電 離 層 電 子 密度 の 観
測結 果
宮 崎 茂,小 川 忠 彦,森 弘 隆(電 波 研)
38.S-310A7号 機 に よ る電 子 密度 揺 動 の 観測
小 川 忠 彦,森 弘 隆,宮 崎 茂(電 波 研)
39.S-310JA-7号 機 に よる 高 周波 ノイズ の 観 測
中 村 良 治,野 村 雄 二(東 大 ・宇宙 研)
40、S-310JA-7号 機 に よ る 電 子 フ ラ ックス の 観
測(ESL)
久 保 治 也,伊 藤 富 造(東 大 ・宇宙 研)
41.S-310JA-7号 機 に よる電 場 の観 測
小 川 俊 雄,牧 野 雅 彦,林 田 佐 智 子(京 大 ・理)
山 岸 久雄,藤 井 良一,福 西 浩
平 沢 威 男(極 地 研),西 野 正 徳(名 大 ・空 電 研)
42,S-310JA-7号 機 に よる 電 場 ゆ ら ぎの観 測
山 岸 久 雄,福 西 浩,平 沢 威 男(極 地 研)
小川 俊 雄(京 大 ・理),西 野 正 徳(名 大 ・空 電 研)
小 川 忠 彦(電 波 研)
43.ま とめ 中 村 良 治(東 大 ・宇宙 研)
Mイ ベ ン トセ ッシ ョン〔2)
(E)S-310JA-6号 機 実 験
44.S-310JA-6号 機 に よる 高 周波 電 界
ス ペ ク トル の観 測
大 家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理)
宮 武 貞夫(電 通 大)
45,S-310JA-6号 機 に よ る オ ー ロラ ヒスの 観 測
鎌 田哲 夫,西 野 正徳,田 中義 人(名 大 ・空 電 研)
平 沢 威 男(極 地 研),大 家 寛(東 北 大 ・理)
46.ま とめ 大 家 寛(東 北 大 ・理)
m南 極 ロケ ッ トの 観 測 に 関 す る将 来 計 画
47.S-520型 ロケ ッ トに よ る極 域 電 離 層 中 プ ラズ マ
波 動 の 波 数 計 測 計 画
大 家 寛,小 野 高 幸,三 浦 悟,宮 岡 宏
(東北 大 ・理)
48.　Ba　shaped　charge　に よ る電 界 と磁 界 の 観 測
8
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中村純二(東 大 ・教養)
49.極域における電子ビームを用いたActive　Experi-
ment　(計画)河 島信樹,佐 々木雄,八 木康之





(1)全 般 平沢威男(極 地研)
② 新船計画,航 空機及び昭和基地の設営構想
(3}ロ ケ ッ ト観 測














































































消費量 残 司 消鑓 残 量
髄 軽岬 …655蝋 ・㎝[ ・・479[・81…8
灯 油1.・ ・438 25,349 3.21364,136
浮 上 型雪 上 車(SM-15S),SM50S雪 上 車505,5Cfi,
ブ ル ドrザ ー(D31Q)の 組 み 立 て が完 了 し,　IO　klタ
ン ク オ ー ニ ン グの 取 り換 え と,夏 期 隊 員宿 舎 の給 水 ・給
湯 ・暖 房 ・配 管 は ほぼ 終 了 した.
新FAXの 動 作 は 良 好 で あ る.
ピ ラ タ ス ボ 一 夕 ーPC-6飛 行 機 の 胴asecしわ が 発 生
した た め一 時 飛 行 を 停 止 した が.2月20日 飛 行 停 止 は 解
除 とな った.ピ ラ タ ス ポ 一 夕 ーPC-6飛 行 機 ・セ ス ナ
185型飛行 機 格 納 の た め飯 場 棟 内部 と北 側 パ ネ ルを 改 修
した.
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平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp)　(℃)







平 均 蒸 気 圧(Mean　 vap。ur　pressure)　(mb)　4.5
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　　　　　　　　　　　　　　 　　h
urnidity　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
　 　 　 　 speed,　10-min　rnean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風速(Gust)　(m/s)






























㌻^"一"'v'一.-V-… 岬'凸 ～ 一'岬^"一"'一"、s-'H-一.1'一"、'Ψ'一 …v"'""3
う.しかし氷床流が山脈によって妨害されたり,流動が};1極地 豆 事 典 】
基盤地形などの要因によ・確 しく阻止されてい醐 所 ミ
ミ 南 極 陽 石 の では隅石が 逐次集積されているであろ う.4)とくに山 ～
1採 集 機 構 ..脈 歌 よ・て鱗 線に向・ての流動が阯 され・氷床眠
の流線が氷床面に向って上昇している場所では,氷床氷{
と一緒に陽石もまた氷床面に押し出されるであろう.5)≡
南極撒 ・購 見癬 ・の・うな氷床氷・上昇流のある氷床麺 では風によるi
削剥作用や,昇 華,蒸発作用が著るしく,氷床表面が裸1
やまと山脈周辺の裸氷原における大量の阻石発見にひ 氷面を形成している.阻石と一緒に氷床表面に押し出さi
きつづいて,西 南極 ヴィクトリアランドにおいても多数 れた氷床氷は逐次除去され時間の進行 とともに新しい氷{


















1さ れてお り・Ffl石の肺 状況などから考えて・回や ・回
;の 少数の阻石雨現象が重なった結果であるとは考えられ
;な い,こ の こ とか ら,特 に や ま と山 脈 陽 石 氷 原 に 多 数 の
1阻 石 が 集積 して い る現 象 に つ い てtx,　や ま と山 脈周 辺 の
1南 極 氷 床 流 の 実 地 研究 に も とつ い て,極 地 研究 所 長,永
1田 武 に よ り定 性 的 な仮 設 が 提案 され て い る.そ の大 要 は
ξ つ ぎの とお りで あ る.
11)東 鞭 大 陸 氷床 麺 上 各所 噸 石力1落下 す る.2)
≡ 落 下 した 限 石 は 積雪 と と もに時 間 の進 行 につ れ て 氷床 下
1に 埋 没 し 氷 床 氷 と一 緒 に な り氷床 流1・乗 せ られ て 氷床
1縁 の 沿 岸 部 に 向 って 流動 し てい く。3)氷 床 中 の限 石 は
















してお り,定量的な検討を行 うためには,実 際の東南極 三
大陸氷床中の氷床流の実態を知る必要がある.l
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